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例 言

1. 本書は 、 大蔵省所有地の開発計画に伴う八幡沖遺跡第3次調査の成果をまとめたものである。

2. 遺構の名称は 第1次調査からの一連番号である。

3. 本書中の遺構の分類記号は次のとおりである。

SB: 建物 SD: 溝 SK: 土壊

4. 本書挿図中の数値は標高値を示している。

5. 調査区の実測基準線は「平面直角座標系X」を使用して設定した。

6. 方位の表示は座標北を示している。

7. 土色は「新版標準土色帖J (小山・竹原： 1973)を参照した。

8. 本書は 、 調査員の千葉孝弥、 山川純一、 三浦幸子が協議して作成した。 執筆分担はI ----Vが千葉、 付

章が山川である。 編集は千葉が行った。 また、 遺物整理および固版作成に際し、 熊谷純子、 坂本英美の

協力を得た。

9. 調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。

調査要項

造跡 名 八幡沖迫跡 やわたおきいせき （宮城県遣跡登載番号18007)

所在地 宮城県多賀城市宮内一丁目152-1

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

433m2 (対象面積 1444. 25m: り

平成9年8月25日～平成9年9月12日

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター 所 長 木村忠雄

調 査 員 千葉孝弥 武田健市 山川純一 三浦幸子 車田 敦



I 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

(1)位置と現況

多賀城市は、 仙台市の中心部から北東約10kmの位置にあり、 北で利府町、

東で塩班市・七ケ浜町、 南と西で仙台市と接している（第1図） 。 本遺跡は、

市の南端部に位置しており、 八幡神社境内およびその南側の地域を範囲とし

ている。 規模は南北約220m 、 東西約120mである。 周辺一帯は仙台港の開削、

工場・住宅用地の造成などによって、 旧地形が大きく改変され、 わずかに遺

跡周辺が空閑地として残っているのみである。 現地形はおおむね平坦である

が八幡神社境内が若干高く 、 その南端部には参道に面して土塁状の高まりが

東西約180mにわたって認められる。この高まりは、最も良好な部分で幅約4.5

m、 高さ約1.5mである。

(2) 地理的環境

本遺跡は海岸線まで約2.5kmの平坦部に立地している。 この一帯は、 地理的

には宮城野海岸平野と呼ばれる沖積低地の北東部にあたり、 海岸線に沿って
(I) 

多数の浜堤が発達している。 本遺跡が立地しているのは南北3.3km、 東西1.1

kmと大規模な浜堤である。

(3) 歴史的環境

木遺跡周辺においてはいくつかの遺跡が知られている（第2図） 。 南西約400mの位置にある沼向造跡（仙

台市）では古墳時代前期の方形周溝墓・竪穴住居、 後期の円墳などが発見されており、 海岸部における希

第1図 多賀城市の位置

少な調査例として注目されている。 埋蔵文化財包蔵地としては登録されていないが、 本遺跡西側の県道付

近からも古墳時代後期の土器が発見されている （付章参照） 。 奈良•平安時代の遺跡としては東約600mの

地点に東原遺跡があり、 古代の遺物包含地とされている。 中世の遺跡としては沼向遺跡の北側に位置する

遠藤館跡が知られている。 また、 本遺跡北側の八幡神社は、 八幡氏が末の松山周辺に居館を構えたおりに

当地に移されたものと伝えられている。

なお、 本遺跡の東側には「方八丁（ほうはっちょう）」という字名が残っている。 これは古代の造跡に深
(2) 

く関わる地名として歴史地理学の立場からの研究があることも付記しておきたい。

(4) 本遺跡におけるこれまでの調査成果

本遺跡は、 昭和47年頃の分布調査において土器や瓦が採集され、 宮城県遺跡地固には古代の集落跡とし

て記載されている。 本遺跡の発掘調査はこれまで2回実施されている（第3図） 。 第1 次調査（昭和62年度）

は八幡神社の南側を対象として実施したものである。 東西方向のトレンチを 3箇所に設定したところ 、 南

北溝1条と北側のトレンチにおいて小ビットなどを発見している。 南北溝からは赤焼き土器高台杯などが

(1) 松本秀明「仙台平野の沖積層と後氷期における海岸線の変化」「地理学評論」第54巻第 2 号1981に収録されている「仙台平野の微地
形分布（北部）」を参考とした。 このほか、 石井武政•柳沢幸夫・山口昇ー『地域地質研究報告塩窟地域の地質」地質研究所1993を参
照。

(2) 木下 良「戸令時代における辺境村落の一類型ー陸奥国の「方八丁」について一」「人文地理1 23-1 1971 
この中で、 方八丁」は古代陸奥国において計画的に建設された集落であることや、 条里的方格地割りの施工を目指したことなどが

述べられている 。 本遺跡東側の「方八丁」もその一例として取り上げられているが実態は不明である 。
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多賃城市 23 大 日 南 遺 跡 44 十 二 本 塚 遺 跡 67 松 崎 B 遺 跡 七ケ浜町
I 八 幡 沖 遺 跡 24 八 幅 館 遺 跡 45 ＋ 三 塚 遺 跡 68 松 崎 C 遺 跡 88 林 崎 貝 塚
2 多 賀 城 跡 25 発 向 遺 跡 46 洞 女 喜 逗 跡 69 利 府 城 跡 89 桝形曲横穴古坑群
3 山 王 遺 跡 26 桜 ＊ 遺 跡 47 天 神 ムロ 遺 跡 70 館ケ 沢 A · B遺跡 91 砂 山 横 穴 古瑣群
4 市 JII 樋i 遺 跡 27 西 原 遺 跡 48 山 屈 敗 遺 跡 71 熊 野 堂 遠 跡 92 薬 師横 穴 古 項群
5 館 前 遣 跡 28 元 舟 場 遺 跡 �9 繹 楽 遺 跡 72 八 幡 崎 B 遺 跡 93 弁 天 A 遺 跡
6 多 沢 城 廃 寺 29 泊 木 遺 跡 50 郷 楽 東 遺 跡 塩 釜 市 94 弁 天 B 遺 跡
7 丸 山 囲 古 墳 群 30 大 代 横 穴 古 項群 51 山 中 遺 跡 73 渭 水 沢 憤穴 古 項 95 弁 天 C 遺 跡
8 高 崎 l!'l 跡 31 大 代 遺 跡 52 /II 袋 古 収 詳 74 塩釜神社現内遺跡 ％ 左 道 只 縁
9 御 屋 敷 遺 跡 32 轟本llll貝塚•橋本囲横穴古墳群 53 /II 袋 遺 跡 75 塩 釜 古 館 跡 97 小 畑 貝 塚
10 稲 荷 殿 古 墳 33 桝 形 囲 貝 塚 54 石 田 遺 跡 76 新 浜 A 遺 跡 蹄 左 道 遺 跡
JI 桜 井 館 跡 34 内 館 館 跡 55 関 根 遺 跡 77 新 浜 B 遺 跡 的 国史跡大木囲只塚
12 志 弓I 遺 跡 35 東 院 遺 跡 56 蓮 沼 遺 跡 78 内 裡 烏 A 遺 跡 100 大 木 城 跡
13 JI! 田 中窪前 遺 跡 仙 台 市 57 窪 遺 跡 79 内 裡 島 C 遺 跡 IOI 野 山 遺 跡
14 留 ケ 谷 遺 跡 36 遠 藤 館 踏 58 天 形 遺 跡 80 杉 の 入 裏 A 只 塚 102 野山貝 塚（鬼ノ神山）
15 矢 作 ケ 館 跡 37 沼 向 遺 跡 59 北 窪 遺 跡 81 杉 の 入 裏 B 只 塚 103 阿 Ill 沼 貝 塚
16 野 田 遺 跡 38 大 町 段 敷 跡 60 台 城 遺 跡 82 越 の 浦 B 貝 塚 104 東宮貝 塚（鳳寿寺只塚）
I? 小 沢 原 遺 跡 39 高 柳 A 遺 跡 61 台 城 B 遺 跡 83 表 杉 ノ 入 貝 塚 105 丑 山 遺 跡
18 高 原 辺 跡 40 高 抑 B 遺 跡 62 台 城 C 遺 跡 訊 裏 杉 ノ 入 貝 塚 106 小 友 遺 跡
19 法 性 院 遺 跡 4l 竹 ノ 内 遺 跡 的 加 瀬 沼 遺 跡 群 85 綺 山 囲 洞 窟 遺 跡 107 丑 谷 辺 遺 跡
20 西 沢 遺 跡 42 出 花 遺 跡 64 稲 荷 図 辺 跡 86 本 松 貝 塚 108 鬼の神山横穴 古墳群
21 六 頁 田 遺 跡 利 府 町 65 松 崎 A 遺 跡 87 一本松横穴古墳群 109 笹 山 貝 塚
22 大 日 北 遺 跡 43 加 瀬 貝 塚 的 稲 荷 崎 B 遺 跡 110 躙 訪 神 社 前 遺 跡

第2図 遺跡分布図

3
 



(3) 
多数出土しているが、 遺構に伴わないと見ている。 第2次調査 （平成3 年度）は八幡神社の南西部を対象

として実施した。 南北方向のトレンチを3箇所設定したところ 、 西側の第1トレンチでは近・現代の溝を

1条発見したのみであるが、 東側の第3 トレンチでは掘立柱建物跡や多数の小ピット、 溝跡などを発見し

た。 掘立柱建物跡は南北に並ぶ2 つの柱穴を発見したのみであり詳細は不明であるが、 柱穴は掘り方が径

0.8�1.0m、 柱痕跡が径17�20cmであり、 多賀城周辺遺跡の中では比較的規模が大きいと言える。 柱穴は

中央の第2 トレンチにおいても1つ検出しており、

数棟の建物の存在が想定される。 それらの年代に

ついては建物跡や溝跡から赤焼き土器が出土して
(4) 

いることからおおよそ平安時代と考えている。

(3) 「II. 八幡沖遺跡」多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー 「年
報 2 昭和62年度J多賀城市文化財調査報告書第16集 1988 

(4) 「 1 . 調査報告 3. 八幡沖遺跡試掘調査」多賀城市埋蔵
文化財調査センター『年報6平成3年度j多賀城市文化財調
査報告書第33集 1993 

同報告の中ではふれていないが、第2トレンチにおいても掘
立柱の柱穴がみられることから建物跡の存在を推定した。

II 調査方法と経過

対象地区の北東部、 南西部、 北西部の3箇所に調査区を設定し、 順番にA区、 B区、 C区とした （第5

図）。 今回は確認調査であり、 発見した遺構については平面的な調査にとどめ、 基本的に埋土を掘り下げて

いない。 しかし、 建物跡については柱痕跡の確認のため、 溝跡については残存状況の確認のため一部断ち

割り調査を実施した。

調査に先立ち 、 8月22日に調査区を設定し、 器材等の準備・点検を行った。 調査の主な経過については

次のとおりである。
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第5図 トレンチ配置図
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第6図 遺構全体図

8月25日 調査開始。 調査員は千葉と山川の2名。 バックホー

によりA区表土除去。 盛土が厚い。

8 月26日 A区遺椙検出作業。 砂囮上で近・現代の南北溝を3条
発見。 南端部の撹乱坑を一 部掘り上げ、 下層の状況を
観察しようとしたが湧水が著しく断念。 パックホーに
よりB区表土除去。

8 月 27日 B区遺構検出作業。 西壁際で南北溝I条発見。 バック
ホ ーによりC区表土除去。 古代の溝や柱穴など発見。

8月28日 A区精査開始。 B区西側を一 部拡張し、 南北溝の幅

を確認。 C区で10世紀前葉の火山灰が堆積した溝跡を
発見。 その上から掘り込まれた後世の穴を掘り上げ、

遺構の状況を探る。

8月29日 C区柱穴群の精査。 測菰会社に委託し、 実測のため
の原点および水準点を移動。

9 月 1日 午前中雨。 午後A·B区内を3m方眼に割り付け、

遺構実測の準備(-2日） 。本日より調査員三浦が参加。

9 月 3日 A区遺構検出状況写真撮影。 1/100の平面図作成
(-4日） 。東壁際で発見した南北溝とS D18の一 部を

5 



断ち割り（南北溝はその後の調査で近世以降のものと
判明） 。 B区遺構検出状況写真撮影。 C区で掘立柱建物
跡を発見。柱穴群の広がりを見るため 2 箇所拡張 (�5
日） 。

9 月 8 日 午前中雨。 午後A区の遺構のレベル計測。 部分的に
1/20 の平面図作成。 B区 S D19溝の南端を断ち割り。

9 月 9 日 A区北壁において土層堆積状況を検討。 S D18·19 
溝断面図作成。

9 月 10日 A区北壁断面図作成。 北西隅において S K21等1/20

の平面図作成。 A区一部埋め戻し。 B区1/100の平面図
作成。 A区との関係を見るためC区から東側ヘトレン
チをのばす。

9 月 11 日 B区遺構のレペル計測。 C区の 3棟の建物の柱穴の
組み合わせについて見解がまとまる。追構実測の準備。

9 月 12日 C区1/20の平面図作成。 S Bl5·16·17柱穴をそれ
ぞれ 1 つ断ち割り、 断面図作成。 遺構検出状況写真撮
影。 調査区内を埋め戻し、 すぺての調査終了。

III 調査成果

1. 層序

調査区全体は山砂による厚い盛土整地によって覆われており、現在の地表面から約0.8m下がそれ以前の

A 
f--- L =2.SOm 

※

一

盛 土

I-- L=2.SOm 
※合成ポイント A' 

一

盛 土

I, 

池 土色 土性 憶考 種別

I 黒褐色JOY R2/3 砂質土 表土

II 黒褐色7.5YR3/2 砂質土 地山粒を多く含む

① 黒褐色2.5Y3/I 砂費土 炭化物を含む

② 贔褐色2.5Y3/2 砂質土 炭化物を少貴含む 遺 構埋土か

③ 暗灰貿色2.SY4/2 砂 もろい

a 暗褐色IOYR3/3 細砂 しまりあり 遺構埋土か

I 凧褐色2.5Y3/l 砂賓土 炭化物を含む

2 黒褐色2.5Y3/I 砂質土 炭化物・地山プロックを含む SK2! 壇は：

3 黄褐色2.SYS/3 砂 黒褐色土粒を含む

D A区

B区

第 7 図 A 区土層堆積状況
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表土となっている（第 I層） 。

A 区：第 I 層の下に厚さ約30cm黒褐色砂質土があり（第II層） 、 明治時代以降の磁器茶碗が出土している。

この層は畑の耕作土と見られ、 底面には凹凸がある。 その下は均質で粒子が細かいにぶい黄色の砂層とな

っている（第IV層） 。

B 区：第 I 層が0.3,....,0.6mの厚さで堆稜しており 、 その下は直接第IV層となっている。

C 区：第 I 層が南西部では厚さ0.5m、 それ以外では0.2m以下の厚さとなっている。 その下には黒褐色の

砂層（第Ill層）があるが南壁の断面で確認したのみである。 その下は第IV層となっている。

(5) 
なお、 第IV層は地山と見られ、 その上面の標高は約l.lmである。

ト―L =2.SOm 』
'

盛

池 土色 土性 備考 種

（ 鼻褐色!OY R2/3 砂土 表土

UI 黒褐色IOY R2/3 砂質土 褐色土プロックを含む

1 黒褐色JOY R2/3 砂 炭化物を少量含む

2 黒色IOY R2/l 砂 炭化物を少量含む SD19埋土

3 黒褐色IOYR2/3 砂 やや粘性ありO.
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ぬ 土 色 土性 備考 種別

I 贔褐色IOY R2/3 砂質土 表

l a 晶褐色!OY R2/3 砂土 灰白色火山灰小粒を含む S 019埋吐

lb 暗褐色lOY R3/3 砂質土 灰白色火山灰1)ヽ粒を含む

2 暗褐色lOY R3/3 砂質土 暗褐色砂プロックを含む 柱穴埋土

3 展褐色7.SY R3/2 粘質土 灰白色火山灰プロックを含む 柱穴埋土

4 黒褐色7.SY R3/2 粘質土 灰白色火山灰プロックを含む

5 黒褐色JOY R2/3 粘質土

6 黒褐色JOY R2/3 粘質土 S0201里土

7 屈褐色IOY R2/3 粘質土

第8図 B•C区土層堆積状況

(5) 第IV層は無遺物陪と見ているが、 C区において第IV随から土師器の細片が1点出土している。 詳細は不明であるが旧河川などの存
在を確認できなかった可能性もある。
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2 .  発見遺構

掘立柱建物 3 棟、 溝跡3条、 土壊2基を発見した。 建物跡については、 組み合わせが明らかでない柱穴

を多数発見していることから、 さらに多 く の も のが存在したと推定される。

(1) 掘立柱建物跡

【 S B 15】

C 区北半部の第IV層上で発見した東西棟掘立柱建物である。 桁行 3 間分確認したのみであり、 東•西両

側とも 調査区外にのびている。 北側と南側には庇がある。 S B 16·17建物跡、 S D20溝跡と重複しており、

S B17とS D20よ り は新しい。 S B 16とは直接柱穴が重複していないため新旧関係は不明である。 本建物

跡の方向は、 柱痕跡を確認して いる南入側柱列でみると東で 3 度32分南に偏し て い る。 柱間は、 北側柱列

で西よ り約 1 . 5m、 約 1 . 7m、 北入側柱列で西より約 1 .6m、 約 1 . 8mである。 南側柱列は西より約 1 . 4m、 約

1 . 7m、 南入側柱列で西より約 1 . 5m、 約 1 .8mである。 一方、 梁行きについては約 5 . 5mであり、 身舎が約

4 .0m、 北庇が約 0 . 7m、 南庇が約 0.8m である。 柱穴の平面形は方形と円形とがある。 規模は、 前者が55cm X

70cmの も のや一辺45cmの も のがあり、 後者は径 50----60cmである。 掘り方埋土は暗褐色砂質土であり、 焼土

や炭化物を含んでいるも のが多いのが特徴である。 柱痕跡は径 15.......,20cmの円形であり， 埋土は黒褐色砂質

土で炭化物を含んでいる。 なお、 身舎で最も 東側の柱穴の約 1 . 0m東側で側柱に取り付く 5個の小柱穴を発

見した。 いずれ も 柱痕跡は検出していないが、 それらの方向はおおむね側柱と直交しており、 間仕切りの

柱穴と考えられる。 柱間は、 北 よ り約 l . Om、 約 0.9m、 約 1 . 2mである。 柱穴の平面形は楕円形であり、 規

模は長径 40cm ・ 短径 30cmの も のや長径 50cm ・ 短径 40cmの も のなどがある。 遺物は、 掘り方埋土から赤焼き

土器杯の小破片が数点出土している。

【 S B 16】

C区北半部の第IV層上で発見した掘立柱建物である。 南北方向に並ぶ2 つの柱穴を確認したのみである

が、 いずれ も 規模の大きな柱穴であることから建物跡と考 え た も のである。 S B l5建物跡と重複して い る

が新旧関係は不明である。 本建物の方向は、 北で約 6 度東に偏して いる。 柱間は約 1 . 7mである。 断ち割っ

た北側の柱穴でみると、 平面形はおおよ そ長方形であり、 規模は0 .8mX0.9m、 深さ0 . 3mである。 壁の状

況は、 北側は直立 し て いるが、 南側は大き く 扶れている。 掘り方埋土はにぶい黄色砂と暗褐色砂質土であ

り、 凹凸が著しい。 柱痕跡は径 15cmの円形であり、 埋土は暗褐色砂質土である。 遺物は、 掘り方埋土から

赤焼き土器杯の小破片が数点出土して いる。

--i トー L =l.lOm --I 

l 切 り 取 り 穴か

柱痕跡

掘 り 方

第 9 図 S B 15 • 16 · 17柱穴断面図

【 S B 17】

C区北半部の第IV層上で発見した掘立柱建物である。南北方向に並ぶ 2 つの柱穴を確認したのみであり、

さらにその南側にはのびない ことが明らかである こ とから、 これらを北側およ び東側にのびる建物跡の南

西隅 と 考 え て おきたい。 S B 15建物跡と重複しており、 それよ り古い。 本建物の方向は、 北で約 6 度東に

偏している。 柱間は約 1 . 7mである。 柱穴の平面形は長方形であり、 規模は北側の柱穴が50cmX 65cmであり、
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第10図 C 区遺構全体図

南側の も の は60cm X 70cmである。 断ち割った北側の柱穴でみると、 深さは40cmであり、 北側は壁が直立す

る が、 南側は斜めに掘り込まれている 。 掘り方埋土は 、 上層は暗褐色土を含むにぶい黄色砂、 下層は暗褐

色砂質土である。 柱痕跡は径27cmの円形である 。 追物は出土していない。

， 



(2) 溝 跡

【 S D20】

C 区の第IV層上で発見した溝跡である。 調査区北西隅から南西隅にかけて弧を描 く ように湾曲してのび

ている。 S Bl5建物跡、 S D 19溝跡と重複しており、 それらより古い。 南端部を断ち割り調査したところ 、

壁は緩やかに立ち上がっており、 規模は幅約 4 . 0m、 深さ0 . 4m以上である。 埋土は 、 上層に灰白色火山灰

が 5 ........, 8 cmの厚さで自然堆積しており、 その下層は均質な黒褐色砂となっている。 遺物は 、 1 層 から赤焼

き 土器高台杯 • 皿が数点出土している。

【 S D19】

B 区から C 区にかけて発見した南北溝跡である。 第III暦上面から掘り込んでいる。 S D20、 S K22と重

複しており、 それらより新しい。 規模は、 幅2 . 0m、 深さ0 . 6m以上である。 埋土は黒褐色砂質土を主体と

している。 遺物は出土していない。

【 S D18】

A 区と C区において発見した溝跡である。 第IV層上面で検出した。 A 区南東隅からC区東端部にかけて

約 28m検出した 。 A 区南端部を断ち割り調査 した と こ ろ 、 壁は緩やかに立ち上がっており、 東側に段がつ

いている。 規模は、 幅1 . 6........,2 .lm、 深さ約 40cmである。 埋土は黒褐色砂質土がレンズ状に堆積しており、

自然に埋没したよ う な状況である。 遺物は出土していない。

3 .  出土遺物

I--L=2.50m ---i 

盛 土

ーロ
池
I 

lJl 

(2) 
(3) 

I 
2 

土色 土性 鑓考
黒褐色JOY R2/3 砂買土
隕褐色7. SY R2/2 砂
黒褐色IOY R2/3 砂質土 やや粘 性あ り。 炭化物を含む
黒褐色IOY R2/2 砂買土 やや粘性あり
黒褐 色IOY R3/2 砂胃土 やや粘性あり
凩褐色JOYR3/2 砂
蜀褐色JOY R3/4 
黒褐色JOY R2/2 粘質土 砂を含む。 灰 白色火山灰粒を含む
贔祀色JOY R3/2 砂 中央Ii灰白色火山灰自然堆積層
贔褐色IOY R3/2 細砂 均質

第11図 S D  19 • 20、 S K22断面図

(6) 

種別
表土

SD19埋

S K22埋土

S 020埋土

古代の土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 中世の無釉陶器、 近世以降の陶磁器が出土している。 以下、 古代・

中世の資料について概要を説明する。

古代の遣物としては土師器甕、 須恵器甕、 赤焼き 土器杯 • 高台杯 • 高台皿が出土している。 いずれも小

破片であり、 形態的特徴など不明な資料がほとんどである。 それらの割合をみると、 土師器杯0 .6%·甕 8

％、 須恵器瓶0 .6% ·甕1 .2%、 赤焼き 土器杯等89.0% 、 その他0 . 6%であり、 赤焼 き 土器杯等が圧倒的に多
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く出土している。 年代的にはほとん どが平安時代で ある。 奈良時代以

前と見られるものは、 非 ロ ク ロ 調整で、 体部外面をハ ケ メ 調整した土

師器甕がわずかに1 点出土 しているのみである。 それらのうち、 形態

的な特徴を多く とどめている赤焼 き土器杯•高台杯•高台皿など1 3 点

を図示した （第12固）。 1 ......, 4 は高台皿、 5 ......,10 は高台皿或いは高台杯

である。 11 は底径が小さく 、 高台皿の可能性が高い。 12は高台を厚く 造り出したいわゆる擬似高台である。

中世の遺物と し ては無釉陶器甕が出土している。 体部破片が11 点 （内6 点が接合）であり、 すべてA区

から出土している。 胎土や色調から3 個体と推定される。 1 点は体部最大径が約36 cmの甕である。 粘土紐

二

巻 き 上 げ成形であり、 体部外面は縦方向にハケメ 調整の後、 肩から上をヘ ラ ナ デ調整している。

文こ

文＝
=手二 こ了

亨

� 

雹
5

予 ―七二戸

亡 8

こ 11 ニ

二
14 

番号 種類 遺構 ・ 地区 厄!ti'! 特徴 口経 底怪 器高 登録番号
赤焼き土器高台皿 祁A乱

区

溝
［外面】 体底

部
部

： ロ 含
プ
ク

貼

ロ

（
付

ナ

凹

デ、 残
( 11.6) (6 . 5) 2. 1 R-10 

1 ： 高 ・ ロ ロ ナ デ 1/24 残6/24
［内而i】 ロ ク ロ ナ 凸な

ク
し）

赤焼き 土器高台皿 D
C

-
区

1 
l 層 ［外面 】 体部 ： ロ ク ロ 粘ナ

土
デ紐（緩

巻い上凹凸
残

(10／ .0) 
残

(5
10

.
/
1}

24 
1 .9 R- 9  号あ り ） 、 さ げ 4 24 

2 
底 ： ロ ク ロ ナ デ

［内面】 ロ
部
ク ロ 活デ

貼
（

付
凹凸・ な し ）

赤焼き 土器高台血 品岳 ［外
而

】体
底
ロ

部

部

ク

：

ロ
：
ロ

粘高
ナ

ク

土
台
デ

ロ紐
貼

ナ

（

巻
付
緩

デ

い

き
・
（上凹

凹
ロ

凸
げ痕

あ り ）
、

(1 1. 1) R-11 

3 

r内i!iil 凸
ク

あ

ロ ナヽ
り ）

デ
残3/24

4 赤焼き土器高台皿 裟厨 t
外
内

面
面i ロ ク ロ ナ

ナ
デ

残
(8
3/.

4
2

)
4 

R ー29
ロ ク ロ デ （緩い凹凸あり ）

赤焼き土器高台杯 • 皿 C 区 第 1 庖 ［外面J体底
部部·

ロ

：ロ糸

ナ
ロ

ク
切

デ
ク

ロ

ロ
り

ナ

（緩
ナ
？

デ
一
デい

（凹

高台
凸

貼
あ

付
り ）

・ヽ
(7 .3) R - 8 

5 
残6/24

［内llill ロ ク 凹凸あ り ）

赤焼き土器高台杯 • 皿
D
C

-
区 1 

l 庖 ［外面l 体底
部
部

： ロ
切
ク ロ ナ

高
デ、

台 残
(5

15
.8
/

)
24 

R- 6 

6 ： 糸 り ー 貼付 ・ ロ

【内面】 ロ ク ロ ナ
ク

デ
ロ

ナ（級
デ

い凹凸あ り ）
赤焼き土器高台杯 • 血 況A乱

区
洲

［外面 】 盆雷 ： ロ ク ロ ザ況 残
(7Gi3

2
) 
4 

R - 5 

7 ： 糸 切 り 一 台貼付 ．

［内面】 ロ ク ロ ナ

ロ
デ
ク ロ

（

ナ

凹凸
デ

な し）
赤焼き土器高台杯 • 皿 C 区 ［外面】 底部 ： 糸 切 り ー高台貼

付
・ ロ

残
(6

5/.02
)4 R -14 

8 0 - 1  ク ロ ナデ
】 0 ク ロ ナ デー一定方向のナ デ， 赤焼き土器高台杯 ・ 皿 C 区 第 1 層 ( 底部ー ロ ク ロ ナ デ (5.6) R - 28 ロ ク ロ ナ デ 残3/24

赤焼き土器高台杯 • 皿 C 区 J 陶 ［ 底部 ： 糸切

の

ナ
（

り

底
軽

→デ
部

高

い
盛

台

ナ
り

貼

デ
上

付
が

・
る

ロ

） 

4 . 9 Rー24
10 

D - 1  ク ロ 残19/24.
［内面】 ロー＊ク一

ロ
定ナ方デ向

赤焼き土器高台皿 撹A舌
区
t溝

［外面］底部 ： 高雑台）
貼付後 ヨ コ ナ デ（粗 (4 

2/ 
.1) R -13 

1 1  残 24
［内面l

12 赤焼き 土器高台皿 品岳 鴎［外゚面

ロ ク ロ ナデ 、 底部 ： 糸切 り 4 . 0 R-12 
ロ ク ロ ナ デ ？ 残 ： 18瓜

13 施釉陶器皿 撹A乱
区

潤 口体縁部
部に

： 長回転石釉ヘ フ ケ ズ リ
残(

3
11

/2.
3
4

) R-19 

14 カ> わ ら け 八
内

幡神社境 表採 は闘 底部 ： 静止糸切
（

り (3.8) R-30 
ロ ク ロ ナ デ ？ 凹凸なし） 残8/24

ヱー � ヒロ ，

鬱, �三3
゜ 10cm 

第12図 出土遺物

(6) こ こで赤焼き土器としているものは、 宮城県多賀城跡調査研究所が須恵系土器とよんでいるものと同一のものである 。 ロ ク ロ調整
の後、 内外両面とも再調整を行わず、 酸化炎焼成された土器のことで、 器種は杯 • 皿 ・ 鉢類に一部の甕を含むものである。
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番号 植類

1 
赤焼き土器高台皿

2 赤焼き 土器高台杯 . Ull 

赤焼き土器高台杯 • 皿

赤焼き土器高台杯 • 皿
4 

赤焼き土器高台杯 • 皿
5 

赤焼き土器高台杯 • 皿
6 

赤焼き土器高台杯 • 皿
7 

赤焼き土器高台杯 • 皿

赤焼き土器杯

10 赤焼き土器高台杯 • 血

11 円盤状土製品
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第13図 第 1 次調査出土遺物

IV 遺構の年代と性格

以上の成果をふ ま え 、 遺構の年代と性格、 出土遺物についてまとめておきたい。

一DI�
lZ t: J 

器高 登録番号
1 . 8  R- 2 

R-13 

R ー10

R - 4  

R- 1 

R-1 1 

R- 6 

R - 9  

R-12 

R - 5 

R- 8 

は じめに、 遺構の年代につ いて検討す る 。 今回発見 した遺構の う ち 、 S D20は上層に自然堆稜している

灰白色火山灰が手がかりとなる 。 同火山灰は10世紀前葉に降 下 したとされてい る も のである こ とから S D
(7) 

20は それ以前に機能していたも のと考えられ、 それよ り新 し いS B l5の年代は10世紀前葉以降とす る こ と

ができ る 。 ま た、 S B l5 • 16は柱穴掘り方埋土から赤焼 き土器が出土している 。 赤焼き土器は多賀城周辺
(8) 

においては灰白色火山灰降下直前頃すなわち 10世紀前葉に出現す る とされてい る こ とから、 両建物跡の年

代は10世紀前葉以降である 。 こ の よ う に S B l5 · 16はいずれも 10世紀前葉を上限と している 。 S B l7につ

いて も 、 他の 2 棟と方向がおおむね一致している こ と 、 位置的に ま と ま りが認められる こ とな どから年代

的に近い も のである こ とが考えられる 。 3 棟の建物跡の下限年代を直接示す資料はないが、 S B 16 · 17の

柱穴は平面形が方形を基調と し 、 しかも S B l6の柱穴は規模が大き いな ど古代の建物跡に共通する要素が

見られる 。 ま た、 こ れらの建物跡の周辺から中世以降の遺物は 1 点 も 出土していない ことな どから、 おお

むね古代の範疇で捉えておき たい。

S D19については S D20 よ り新 し い こ とから10世紀前葉以降である こ とは明らかである 。 ま た、 それら

を 覆 う 第m層上面で確認している こ とから古代以降の も のである 可能性が高い。 S D18につ いては手がか
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りが得られなかった。

次に、 それらの性格については考 えてみたい。 本遺跡は、 遺構検出面が標高約l . lmであり、 山王遺跡の

約3 . 7m、 市川橋遺跡の約2.5mと比較し た場合かなりの低地に立地していることがわかる。 ま た、 海岸線

ま での距離が約2 .5kmであり、 古代において も 現在とさほ ど隔たりがないと推定すると極めて海浜に近い地

点に位置しているといえる。 遺構についてみると、 第 2 次調査検出 分 も 含 めて古代の掘立柱建物跡が 5 棟

発見されている。 それらは方向的にま と ま りが認められ、 庇付き で間仕切りのあるS B ISの存在などから

一般集落を構成する も のとは異なるものと考えられる。 以上のことから、 本遺跡は海に生産基盤を持つ集

団の施設あるいは役所などの可能性が考え られ よ う 。 ま た、 調査地点は少ないが、 遣構は八幡神社に近接

した地点に集中しているよ う に見受けられる。

近年、 多賀城跡周辺遺跡の調査が多 く の成果を挙げ、 平安時代には多賀城南面の微高地に都市空間が形

成されていたこ とが明らかになって き た。 と こ ろ が、 同時代の海岸部に位饂する遺跡については不明な点

が多 く 、 その存在が知られている も の自体極めて少ないとい う 状況である。 こ れ は、 本市の海岸部が、 早

い段階に住宅や工場用地となっていることが原因であり、 本来は多数の遺跡が存在 し た可能性がある。 そ

の中の一つ新田前遺跡 （七ケ浜町） は本遺跡の東側約2 . 7kmの地点に位置し、 本遺跡とは立地条件など共通
(9) 

する遺跡である。 こ こ では 、 小範囲の調査ながら木組みの井戸や 「奏」 の堡書土器な ど多賀城南面の遺跡

と共通する遺構 ・ 遺物が発見されており注目される。 本遺跡を含め 、 今後海岸部の遺跡について も 注意 し

てい く 必要があ ろ う 。

最後に 、 出土遺物について簡単にふれてお き たい。 今回の出土遺物の う ち 、 古代の資料についてみると

89.0%が赤焼 き土器で占められており、 土師器、 須恵器は極めて少ない。 こ の よ う な構成は、 多賀城跡の。I))

土器変遷の中で10世紀中葉以降とされている土器群に類似している。 こ の こ と は 、 消極的ではあるが本遺

跡の年代の中心がその頃にあ る こ と を 示唆していると考えられ よ う 。

V ま と め

(1) 海岸部において、 古代の掘立柱建物跡 3 棟、 溝跡 1 条、 およ びそれ以降の溝跡や土壊な どを発見した。

(2) 古代の遺構の年代は 、 S B 15 · 16 · 17が10世紀前葉以降、 S D20が10世紀前葉以前である。

(3) 古代の遺構は八幡神社の南西部に多 く 分布している。

(4) 古代の遺構の性格については、 海に関わる集団の施設あるいは役所の可能性がある。

(5) 調査区東半部から中世陶器が数点出土しており、 周辺にその頃の遺構の存在 も 推定される。

(6) 本遺跡は 、 現在捉えているよ りも さらに広い範囲に及んでいる可能性が高い。

(7) この火山灰の降下年代について検討した宮城県多賀城跡調査研究所は、 かつて10世紀前半と していたが （白鳥良一 「多賀城跡出土
土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要VII」 1980) 、 近年は10世紀前葉としている （宮城県多賀城跡調査研究所 「 II. 第61
次調査」 「宮城誓 賀城跡調査研究所1991」 1992) 。

(8) 宮城県多賀城 調査研究所 「多賀城跡 政庁跡 本文編J 毬82 。 近年同研究所では 「宮城県多賀城跡調査研究所1991J 1992 におい
て須恵系土器の出現が 9 世紀後半までさかのぼる との見解を ホ し ているが、 今回の出土資料は10世紀前葉以降に普遍的に見られる赤
褐色を呈する高台杯 • 皿等であり 、 9 世紀後半としているものとは異なるものである。

(9) 宮城県教育委員会 「IV. 昭和49年度一般開発関係遺跡 (2) 新田前遺跡」 「宮城県文化財発掘調査略報 （昭和48·49年度分）」 宮城
県文化財調査報告書第40集 1975 

(10) 宮城県多賀城跡調査研究所 「Il . 第64次調査」 「宮城県多賀城跡調査研究所1993」 1994
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付章 資料紹介八幡沖遺跡隣接地採集の土師器甕

本資料は、 八幡沖遺跡第3次調査区の北西約350m、 仙台市宮城野区中野字資田の県道塩竃・亘理線脇の

用水路掘削 (1986年） の際、 出土したものである 。 当時 、 多賀城市立八幡小学校教諭であった鈴木久夫氏

（故人） が採集し、 保管していたものを多賀城市埋蔵文化財調査セ ンタ ーが預り、 今日 に至っている 。 現

在、 出土地点は水田となっており、 遺物の散布はみられない（第 1 図） 。

土師器甕 （第2 固） は、 いわゆる長胴甕で、 口縁部の約1/3、 頚部及び胴部・底部の一部を欠 く が、 全容

を窺い知ることができる。 推定口径15.6 cm、 推定底径 5 .7cm、 器高は頚部と体部の接点がないため不明だが

約 30cmと推定した。 頚部は直立気味に立ち上がり口縁部は外反している。 頚部と体部の境には明瞭な段が

あり、 底部には木葉痕が残る 。 器面調整は、 外面は 口縁部から頚部にかけてはハケメ のち ヨ コ ナ デ、 体部

は ハ ケ メ 、 底部に近い部分にはヘラ ケ ズ リ がみられる 。 内面は 口縁部から頚部にかけてヨ コ ナ デ、 体部は

ヘ ラ ナ デが施される 。 胎土は緻密で、 石英粒を少量含む。 焼成は良好で、 色調は10 Y R7/2 (にぷい黄橙色）

を呈し、 体部には黒斑が認められる 。 年代は、 概ね古墳時代後期、 氏家和 典氏が型式設定した栗囲式の範

疇で捉えられる。

八幡沖遺跡では、 これま で平安時代およびそれ以降の遺構が発見されてい る が、 古墳時代後期の遺構も

存在している可能性がある 。

10cm 

第 1 図 土器出土地点位置図 第2図 出土遺物
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上 ： 調査区航空写真（平成7年撮影） 中央の森が八幡神社。 その下の緑地が調査区 。

下 ： 同 上 （昭和22年撮影） この空中写真は、 米軍が撮影したものを、 建設省国土地理院の承認を得て掲載 したものである。

図 版



．疇

上右 ： A区全景 （南東よ り ）
上左 ： B区全景 （東よ り ）
下 ： C区全景 （北よ り ）

図 版 2



図 版 3

上 ： C区全景 （南よ り ）
中 ： 同 上 （東よ り ）
下右 ： S 616柱穴断面 （西よ り ）
下左 ： S B15 · 17柱穴断面 （南東よ り ）
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